
Ⅰ はじめに

外国語として日本語を学習する際は語彙習得の面

から漢字，漢字語の学習が欠かせないため，初級，

中級，上級の各レベルで漢字クラスを設けている教

育機関が多い。日本国内で行われる日本語教育では

様々な国からの学習者が1つの教室で学ぶことが多

く，本学の漢字クラスでも中国や韓国からの漢字圏

出身者と非漢字圏出身者がともに学習している。適

切な教室活動を行えば学習者同士の学び合いにつな

がる可能性もあるが，一方で学習者の母語の知識を

利用しにくいという問題もある。特に漢字クラスで

は非漢字圏出身者向けの指導に重点が置かれる場合

が多く，漢字圏出身者向けの指導は不十分な場合も

多い1）。そこで，本学の中・上級レベルの漢字クラ

ス2）において，毎回の授業のまとめとして行ってい

るグループ練習3）の中に漢字圏出身者向けの内容を

加え，指導の充実を図りたいと考えた。このための

基礎研究として濱田（2017）では練習用教材4）で扱っ

ている漢字語と中国語（簡体字）との意味的対応関係

を整理しリスト化した。本稿では濱田（2017）と同

様の方法で韓国語との意味的対応関係について整理

したリストを紹介するとともに，中国語リストとの

比較を通して韓国語リストに見られる特徴について

報告する。

Ⅱ 調査方法

1. 調査対象とリスト掲載語

富山大学国際交流センターで開講している漢字ク

ラスでは『INTERMEDIATE KANJI BOOK 漢字

1000PLUS』（凡人社）の Vol.1 を中級，Vol.2 を上

級レベルで主教材として用いている。筆者らが作成

したグループ練習用教材は同書の各課の要点で扱わ

れている漢字語をもとにした練習問題で構成される。

本調査では教材で取り上げた語（「未使用」，「景気

回復」等の複合語や「根幹を成す」，「密接に関わる」

等の連語も含む）全てを対象にその語に対応する韓

国語を調べたが，本稿で提示するリストは濱田

（2017）の中国語（簡体字）のリストと同様に，外

来語を含む語（例：水酸化ナトリウム，タクシー代）

と現代日本語では仮名表記が主となっている語（例：

もたらす，クエン酸）は除外した。一方，教材では

仮名表記となっているが，「かかる（掛かる）」，「た

んぱく質（蛋白質）」，「なまけ者（怠け者）」等漢字

表記で示されることが多い語はリストに含めた。

2. 調査方法

まず日本語が堪能な韓国語母語話者に日本語から

韓国語への翻訳を依頼した。意味範囲の広い語もあ

るため，グループ練習用教材で用いた例文中におけ

る語の意味に対応する韓国語へ訳すという方法で行っ

た。その韓国語訳をもとに筆者が日韓両言語で意味

的に対応する漢字語が同じものと異なるものとに分

類した。韓国語の場合，漢字表記がなくハングル表

記のみの語もあるが，これらは後者に分類した。分

類の際，日韓で漢字の字体が異なるものについては

『漢字源 改訂第五版』（学研）で同一漢字かどうかを

確認した。次に，日韓両言語で対応する漢字語が異

なるものについて，日本語と同一漢字を用いた韓国

語が存在しないかを翻訳者にたずねるとともに，分

類結果に間違いがないか確認を取った。そして，漢

字クラスを受講する韓国人学習者は翻訳者に比べて

韓国語の語彙量が少ない可能性も考えられるため，

日本語力が上級（日本語能力試験 N1～N2）レベル

の韓国人学習者 3 人に日韓両言語で意味的に対応

する漢字語が同じものについて，韓国語（ハングル

表記と漢字表記の両方）のみを提示して，それらの

語を知っているかを確認した。彼らが全く意味がわ

からない，意味はわかるが日常的に使用しないと答

えた語については，筆者が日本語で説明した上でそ

れらの語に意味的に対応する韓国語を学習者 3 人

にたずねるとともに，『〔全面改訂版〕日韓辞典』
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（民衆書林），『朝鮮語辞典 初版』（小学館），『小学

館日韓辞典 初版』（小学館）を用いて適当な対訳を

調べた。最後に，それらの対訳に問題がないかを翻

訳者に再度確認した。

Ⅲ 韓国語との意味的対応リスト

リスト作成にあたっては，本研究の主目的である

韓国人学習者にとって意味的に理解しやすい語とそう

でない語を区別するため，日韓両言語で意味的に対応

する漢字語が同じもの623語（表1-1～1-6）と，異

なるもの186語（表2-1～2-3）とに分けて整理した。

リスト掲載語のうち，和語動詞・形容詞のように

意味範囲の広い語（日本語で*がついた語）は翻訳

作業で提示した例文5）を各表の下に示した。

日韓両言語で意味的に対応する漢字語が同じもの

（表1-1～1-6）について，翻訳者が使用するとした

語は全てここに分類したが，Ⅱで述べたように，翻

訳者が使用するとした語でも，学習者には意味がわ

からなかったり使用しないという語もある。これら

の語については韓国語に下線を付し，学習者にも理

解しやすい訳語を加えた。 は学習者3人全員

が意味がわからないと答えた語，および2人が意

味がわからないと答えて1人が意味はわかるが使わ

ないと答えた語， は3人全員が意味はわかる

が日常的に使わないまたは日本語的な語だと答えた

語， は学習者のうち2人は使うと答えて1人だ

け意味はわかるが使わないと答えた語を示す。
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表1-1 日韓両言語で意味的に対応する漢字語が同じもの
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表1-2 日韓両言語で意味的に対応する漢字語が同じもの
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表1-3 日韓両言語で意味的に対応する漢字語が同じもの
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表1-4 日韓両言語で意味的に対応する漢字語が同じもの
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表1-5 日韓両言語で意味的に対応する漢字語が同じもの
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表1-6 日韓両言語で意味的に対応する漢字語が同じもの
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表2-1 日韓両言語で意味的に対応する漢字語が異なるもの
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表2-2 日韓両言語で意味的に対応する漢字語が異なるもの



Ⅳ 韓国語リストと中国語（簡体字）リストの

比較

Ⅲのリストで示した809語中623語（表1-1～1-6），

8割弱が日韓両言語で意味的に対応する漢字語が同

じものである。濱田（2017）で行った調査では，中

国語の場合は811語中6）479語，6割が日中両言語

で意味的に対応する漢字語が同じという結果だった

が，これと比べると韓国語のほうがさらに意味的に

対応する語が多いことがわかる7）。韓国人学習者の

中には母語の漢字の知識をあまり持たない学習者も

いるが，意味的な対応関係から見ると，中国人学習

者よりも日本語の漢語を学習する際に母語での知識

を活かしやすいと言える。日韓両言語において意味

的に対応する漢字語が同じ623語のうち，日中両言

語において異なるものは以下の204語（括弧内は中

国語訳）である。
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表2-3 日韓両言語で意味的に対応する漢字語が異なるもの



次に，日韓両言語において意味的に対応する漢字

語が異なる語は809語中186語（表 2-1～2-3），2

割強である。Ⅲの表2-1～2-3を見るとわかるよう

に和語が多く，約8割を占めている。韓国語では，

漢語はハングル表記も漢字表記も可能であるが，固

有語や外来語は漢字表記を行わない。和語には韓国

語の固有語が対応することが多く，それらはハング

ル表記となるため，和語の占める割合が高くなるの

だろう。日韓両言語において意味的に対応する漢字

語が異なる語のうち，日中両言語において同じもの

は以下の62語（括弧内は中国語訳）である。この62

語についても大半を和語が占める。

なお，中国語の場合は日中両言語で意味的に対応

する漢字語が異なるもののうち，日本語と同一漢字

で表される中国語が他にあるものが89語あった。

例えば，日本語の「深刻」に意味的に対応する中国

語は「 重 であるが，「深刻」（日本語で「深い，

本質に触れている，心に深く刻まれている」という

意味）という語も中国語に存在する。本調査で取り

上げた漢字語について，韓国語の場合は，日韓両言

語で意味的に対する漢字語が異なるもののうち，中

国語のように日本語と同一漢字で表される韓国語が

他にあるという語はなかった。

Ⅴ おわりに

本稿で扱った漢字語は特定の教材におけるもので

あるが，韓国語は中国語よりも日本語と意味的に対

応する漢字語が多いことがわかった。母国での漢字

使用状況の違いもあり，実際に筆者が授業で接する

中でも中国人学習者よりも韓国人学習者のほうが漢

字に苦手意識を持つ学習者が多かったが，今後本リ

ストを活用して，漢字への苦手意識を少しでも克服

できるような韓国人学習者向けの教育方法および教

材の開発を進めていきたい。
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注

1）曺（1994）によると，韓国の大学の日本語科や

高校の第2外国語としての日本語教育において

も漢字・漢語の教育が別途のカリキュラムで設け

られていることは少ないようである。

2）前期と後期に，それぞれ90分×15週間行われ

る授業で，交流協定校からの短期留学生，日本語・

日本文化研修留学生，大学院生，研究生等が受講

している。

3）毎回の授業は，前回の復習用確認テストを実施

した後，その回の学習項目の予習用宿題を学習者

同士で確認し合い，次に教師主導で漢字・漢字語

を導入練習し，最後に学習者同士で2～3人のグ

ループを作って練習を行うという流れになってい

る。

4）学習者だけで円滑に練習を進めていけるよう，

2009年度よりグループ練習用教材の開発に取り

組んでいる。詳細は濱田・高畠（2013），濱田・

高畠（2016）を参照されたい。

5）濱田（2017）での日中両言語の対応関係を見た

ときと同じ例文を使用した。

6）韓国語リストが809語，中国語リストが811語

となっているのは，中国語では「受ける」と「抱

える」の2語において，日中両言語で意味的に

対応する漢字語が同じ場合と異なる場合があり，

これらを中国語リストでは分けて掲載したためで

ある。「影響を受ける」は中国語で「受」，「融資

を受ける」は「取得」となるが，韓国語ではいず

れも「 」となる。「両手に荷物を抱える」は中

国語で「抱」，「負債を抱える」は「背，担 」と

なり，前者は日中両言語で意味的に対応する漢字

語が同じだが，韓国語は前者は「 ，後者は

「 となり，いずれもハングル表記のみの語で

漢字語との対応とはならない。

7）曺（1991）においても「日中同形漢語に比べる

と日韓同形漢語の方が語義の類似性が高い」

（p.76）ことが指摘されている。曺（1991）では，

文化庁（1978）の『中国語と対応する漢語』で扱

われている1882語について日韓同形漢語の語義

の異同を調べ，日韓・日中同形漢語の意義の異同

の比率を比較している。

付記

本稿は科学研究費補助金基盤研究（C）「グループ

練習活動を取り入れた漢字授業のデザインと教材開

発」平成27-30年度（課題番号JP15K02636）によ

る成果の一部である。

（2017年10月6日受付）

（2017年12月20日受理）
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